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可燃性廃棄物のサーマルリサイクル新技術   

AdvancedTechnologyonThermalRecyclingSystems  
for Combustible Refuse  
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可燃性廃棄物のサーマルリサイクル技術について研究した．可燃性廃棄物をごみ燃料（RDF）とした例では，RDF外部循環  

流動層ボイラを適用することにより発電効率を従来方式の約2倍以上に増加することができた．高温高圧の使用条件下で腐食に  

強いボイラ管材料の開発に目処を得，ストーカ方式による燃焼によっても高い発電効率が達成できる見通しを得た．燃焼過程で  

発生するダイオキシン類やNOx，HClなどの有害ガスを高効率で処理できるシンプルでかつコンパクトな脱硝バグフィルタシ  

ステムや，焼却灰や捕集飛灰を低ランニングコストで効率よく溶融できる焼却灰溶融プラズマアーク炉を開発した．また，スー  

パーごみ発電方式によりごみエネルギーを有効に利用できることが分かった．以上の新技術によって，二次公害防止も万全な可  

燃性廃棄物のサーマルリサイクルシステムが構築できた．  

Thethermalrecyclingsystemsforcombustiblerefusehavebeenstudiedanddeveloped．Incaseofrefusederivedfuels  

（RDF），thecombustioncouldreachahighpowerefficiencyusingtheMitsubishi－Lurgicirculatingfluidizedbedboiler．  
Corrosionresistantmaterials andcoatings for boiler tube usedinhightemperature and corrosive gas conditions were  
developed．Asaresult，itiscertainthatthestorkercombustionhasalsoreachedhighpowereffici占ncy．AIsothebagfilter  

withacatalyticfunctionisahighefficiency，Simpleandcompactfluegastreatmentdevicetoremovedioxins，NOxand  

HCl．Anelectricarcplasmafurnacewasdevelopedtomelttheashfromtheincineratorwithlowrunningcostsandhigh  
efficiency．Theenergyfrom refuseis ableto beusedeffectivelybysuper wasteincinerationsystems．Using the above  

technologies，aneWthermalrecyclingsystemforcombustiblerefusehasbeendeveloped，preVentingsecondarypollution．  

高効率なサーマルリサイクル技術は，低公害燃焼，ボイラ高温耐  

食材，有害ガス処理や焼却飛灰処理技術など個々の技術を高度化  

できてはじ■めて達成しうるものと考える．   

本報では，サーマルリサイクル新技術として，当社が絵合的に  

取組んでいる，RDF（ごみ燃料）燃焼発電，スーパーごみ発電，  

高温高効率ボイラ耐食材の開発，有害ガス処理技術及び焼却灰プ  

ラズマ溶融炉の開発について最近の研究成果を踏まえ述べる．   

2．当社サーマルリサイクル新技術  

国内の一般廃棄物焼却場は2000箇所程度ある．平成5年度の  

実績では，129箇所において発電設備が併設されており，平成元  

年度には約42万kWの発電を行っている．ごみの発生量は平成  

元年以来年間約5000万tで推移しているが1），ごみの発熱量は  

年々高くなる傾向にある．これは，ごみ中に紙やプラスチック類  

の可燃性廃棄物が増えていることに起因するもので，焼却炉を損  

傷する一因となる可能性があるが，サーマルリサイクルの点から  

は有効である．   

近年，可燃性廃棄物が燃料として注目され，高カロリーで腐敗  

性がなく，貯蔵性に優れ，運搬性のよいごみ燃料（RDF：  

RefuseDerivedFuel）が実用化され始めた．このため，些嬰遡  

焼用として外部卿イラを通用し，発電効率も従来方式  

を上回ることを可能にした．   

スーパーごみ発電方式は，ごみ焼却炉からの低温蒸気をガスタ  

ービンの排熱ボイラに混合することで，蒸気を比較的容易に高温  

化でき，ごみエネルギーを有効に利用できることに特長がある．  

1．ま え が き  

平成6年12月，環境基本計画が閣議決定され，“大気環境の  

保全”“水環境の保全”“土壌環境・地盤環境の保全’’“廃棄  

物・リサイクル対策”等が総合的に検討されることになった．   

環境基本法の規定，リサイクル法の施行に伴って，廃棄物の資  

源化・リサイクルが積極的に促進され 廃棄物の有効利用と減量  

化が加速される．欧米先進国では，すでに廃棄物の資源化，リサ  

イクルが社会的合意として定着しつつあり，世界の潮流となるの  

は間違いないであろう．   

廃棄物のリサイクルは大別して，サーマルリサイクル（電気，  

熟などのエネルギーとして戻す），ケミカルリサイクル（化学原  

料や燃料として戻す），マテリアルリサイクル（製品原料として  

戻す），浄化リサイクル（廃水などを浄水して用水として戻す）  

に分けられる．   

いづれのリサイクルも省資源化に貢献するが，リサイクルに要  

するエネルギーを最小限にとどめ，コストミニマムで資源化，リ  

サイクルの図れる方法がこの中から選択されることになる．   

サーマルリサイタルは，廃棄物のうちの可燃性廃棄物を対象と  

するもので，従来の廃棄物焼却処理の概念から一歩進み，積極的  

にエネルギー回収の視点から捕えようとするものである．コンベ  

ンショナルな火力発電では，これまでの技術開発によって発電効  

率約42％が達成されているが，ごみ焼却発電では平均10～15％  

で，現状では20％が上限である．現在NEDOでは，ごみ焼却  

炉発電効率30％を目標に研究実施中である（l）．これら廃棄物の  
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ごみ燃焼排ガス中には腐食性ガス（HCl，SOx）や低融点化合  

物（PbC12，ZnC12など）が存在するため，従来方式ではボイラ  

管の損傷をきたす．このため，高温高圧の使用条件下で腐食に強  

いボイラ管材料の開発を進め，従来のストーカ方式でも高い発電  

効率を達成できる目処を得た．   

また，高効率でダイオキシン類やNOxなどの有害ガスを一括  

除去できる脱硝バグフィルタシステムは，完全乾式で排ガス処理  

表1 RDF燃焼ガス分析値  
FluegasanalysisofRDFcombustion  

02  ％   7．0   

SO2  ppm   ＜1   

NOx  ppm   46（12％02）   

HCI  ppm   ＜2（12％02）   

HF  ppm   0．3（12％02）   

Cd，Tl，As，  

Co，Ni，Cr，  
垂 金  ＜0．01（12％02）  

属  mg／Nm3  
顆  

Hg  ＜0．01（12％02）  

Se，Te  ＜0．05（12％02）   

ダイオキシン頬   ng－TEQ／Nm3  ＜0．1（12％02）   

ができ，システムがシンプルかつコンパクトな特長を持っている．   

さらに，焼却灰や捕集される飛灰中には多くの重金属を含むた  

め，管理埋立する際に重金属溶出防止のための灰の前処置が必要  

である．焼却灰溶融プラズマアーク炉は，黒鉛電極式プラズマア  

ーク方式で，熱効率に優れ，電極の酸化消耗が少なく高寿命であ  

り，排ガス中のNOx濃度が低い．   

以上のとおり，サーマルリサイクルにかかわる当社新技術は多  

岐にわたるとともに，特長ある技術を採用しているが，これらの  

技術が総合的にシステム化されて始めて，高度なサーマルリサイ  

クルが可能となると考えられる．   

3．RDF燃焼発電方式  

近年都市ごみから固形燃料を製造する技術が実用段階に入りつ  

つある．都市ごみRDF製造技術は生ごみにCa化合物を添加す  

るプロセスが主流になっている（2）．都市ごみmFに添加された  

Ca化合物は不腐敗化，無臭化の効果があり，RDFペレット化に  

より燃料としての取扱い性，貯蔵性，運搬性を著しく向上させて  

いる．この結果，自治体の運営するごみ焼却場のみならず，一般  

の火力発電所での取扱いが可能となるレベルに達するまでになっ  

てきた．   

3．1高効率RDF発電方式   

従来の焼却，排熱回収方式では発電効率は10－15％である．  

これはごみ焼却の際生成するHClやSOxガスにより過熱器の材  

料が腐食するため，蒸気温度を約300℃以下と低い条件にとど  

めているためである．ところで，RDF燃焼用として図1に示す  

ような外部循環流動層ボイラを適用すると，環境的にも優れ，発  

電効率も従来方式の約2倍以上に増加できることが可能になった．  

その特長は，以下のとおりである．  

（1）900℃以下の比較的低温燃焼により高脱塩素，高脱硫，低   

NOx運転が可能である．  

（2）HCl，SOxガスが存在しない外部熱交換器内に高温過熱器   

を設置し高温腐食を防止することで高温高圧蒸気が得られる．  

表2 RDF発電プラント総合エネルギー効率  
EnergybalanceofRDFpowersystem  

20れIW級  20  530  390  80．0  31．1  24．8  12．6  21．7   

100MW級  100  2450  1650  84．9  36．8  31．2  10．2  28．1   

（3）十分な燃焼ガス滞留時間が得られ，ダイオキシン分解が可能   

である．   

表1に当社研究所の試験炉での燃焼試験結果を示す．ダイオキ  

シン濃度として0．1ng－TEQ／Nm3を下回る値を得ることができ  

た．   

3．2 RDF燃焼発電システムとプラント効率   

RDFと外部循環流動層燃焼技術の組合せによるRDF燃焼発  

電技術により，各自治体で製造されたRDFを集めて高効率発電  

を行うことが可能となる．表2に総合エネルギー試算結果を示す．  

発電効率としては30％以上を達成することが可能で，RDF製造  

エネルギーを考慮しても20％以上の捻合効率が得られることに  

なる．   

4．スーパーごみ発電方式  

スーパーごみ発電とは従来のごみ焼却炉にガスタービンを付設  

してごみ焼却発電の効率を上げるもので，未利用エネルギーの有  

効利用の観点から，意義深いものである．   

ヰ．1ガスタービン複合によるスーパーごみ発電   

ごみ焼却発電の効率向上には排熱回収ボイラの蒸気温度，圧力  

を上昇する必要がある．蒸気温度を上昇させる手段として，ごみ  

焼却炉からの低温蒸気をガスタービンの排熱ボイラに混合する方  

法がある．この方法は特別な技術開発を伴わず，比較的容易にご  

み焼却炉から得られる蒸気を高温化でき，ごみエネルギーを有効  

に利用することができる．   

図2に既設ごみ焼却炉にガスタービンを併設し，ガスタービン  

排ガスボイラに蒸気結合と排ガス混合した例（蒸気結合方式）を  

示す．表3は30MW級（MF221），15MW級（MFlll）の  

ガスタービンと平均的規模のごみ焼却炉との複合サイクルを構成  

したときの省エネ効果試算例である．   

圧力を上げた新設と既設との組合せ，蒸気タービン混気方式と  

ガスタービン排熱ボイラ蒸気結合方式（蒸気混気方式）と比較し  

た結果，複合サイクルにした場合は，ごみ焼却炉のエネルギー利  

用は発電端で約40－46％に改善される．  

外部熱交換器  

図1 三菱ルルギ循環流動層ボイラ  外部循環流動層ボイラをRDF  

燃焼用に通用．  

Mitsubishi－Lurgicirculatingfluidizedbedboiler  
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図2 スーパーごみ発電システム  

Superwasteincinerationsystem  
ごみ焼却炉にガスタービンを併設し，低温蒸気をガスタービンの排熱で昇温する．  

表3 スーパーごみ発電エネルギー効率  

Balanceofsuperwastetoenergysystem  

従来型ごみ発電  スーパーごみ発電（ごみ300t／d）  

（ごみ300t／d）  MF221  MFlll  

ケース  蒸気混気方式  賽気混気方式  蒸気結合方式※3  

背庄  単純G／T  単純G／T  単純G／T  
復水  

タービン  

方式  
ごみ発電  （蒸気噴射  

方式  あり）   あり）   なし）   

GT出力  （MW）   0   0   31．87  31．87   15．4   15．4   14．11  14．11   

ST出力  （MW）   1．3   3．45   12．9   8．6   8．7   4．5   9．3   5．1   

［入口／出口  ［18ata  ［18ata  ［64ata  ［64ata  〔66ata  ［66ata  ［17ata  ［66ata   
蒸気条件］  ×250℃  ×250℃  ×493℃  ×493℃  ×500℃  ×500℃  ×500℃  ×500℃  

／1．3ata］  ／0．3ata］  ／0．3ata］  ／0．3ata〕  ／0．3ata】  ／0．3ata］  ／0．3ata］  ／0．3ata］   

発花端 （MW）  1．8   3．45   44．77  40．47   24．1   19．9   23．41   19．21  

［比率（％）］  ［52】   ［100］  ［1298］  ［1173］  ［699］  ［577］  ［678］  ［557〕  

合計出力  場内動力（MW）  1．3   1．6   2．6   1．0   2．1   0．5   2．0   0．5  

送電端 （MW）  0．5   1．85   42．17  39．47   22．0   19．4   21．41  18．71  

［比率（％）】  ［27］   【100】  ［1189］  【1047］  ［1189］  【1047］  【1157］  ［1011】   

発電効率  発電端  （％）  7．28   13．96  36．33  41．08  32．73  40．68  32．71   41．0  
（基准ごみ低位  
発熱量基準）                       送電端  （％）  2．02   7．5   34．22  40．07  29．88  39．66  29．91  39．93   

発電端 （MW）  1．8   3．45   4．3  4．2  4．2  

ST出力のうち  ［比率（％）］  ［52］   ［100］  〔125］  ［122］  ［122］  

ごみ熱寄与分欄1  1．85   2．6  2．6  2．6  

［比率（％）］  ［27】   ［100］  ［146］  ［140］  ［140］   

発電端  （％）  7．28   13．96  17．40  16，99  16．99  

相当ごみ焼却  ［比率（％）］  ［52］   【100】  【125】  【122］  【122］  

発電効率※2  7．5   10．93  10．52  10．52  

［比率（％）】  ［27］   【100］  ［146］  ［140］  ［140］   

※1：（スーパーごみ発電出力）－（単純GTコージュネ発電出力）  

※2：（ST出力のうちごみ熱寄与分）÷（ごみ入力）  

※3二図5参照  

そこで高温腐食に強い耐食ボイラ管材料を見いだすため，実機を  

模擬した実験室腐食試験により評価選定を行った試験結果を図3  

に示す．図に示すように，耐食性向上にCr，Ni，Moが有効な   

5．高温高効率ごみ焼却ボイラ耐食材料  

5．1耐食材料及び耐食コーティング  

先に述べた外部循環流動層燃焼に比べ，ストーカ燃焼では，強   合金元素として知られている（3）（4）（6）．現在，これら耐食性有効元  

腐食性HClガス，低融点付着ダスト，燃焼ガス温度等の複数の   素を多く含む合金を既設焼却ボイラにおいて実用化している．  

促進要因が重なって起こる高温腐食に対する対策が必要となる．  表4に実用材料の一覧を示す．表中に示すように金属溶射，溶  
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図3 銅材中の（NけCr）1による腐食減1の変化  
耐食性向上にはCr，Niの合金元素が有効である．  

Corrosionweightlosschangewith（Ni＋Cr）concen－  
trationofalloys  

表4 ごみ焼却ボイラ蒸発管，過熱器管への  

耐熱，耐食材料の実用状況  
Application of corrosion－reSistant  
materialsforwasteincinerationboiler  

位 置   実用材料   

①Al／80Ni20Cr2層  

ガス（アーク）溶射  

金属溶射        ②Niベース合金のプラズマ及び  

高速ガス炎溶射（HVOF）  

③自溶性合金溶射   

溶接肉盛  ①A1loy625   

①オーステナイト系ステンレス鋼  

兼官及び  SUS309Jl，SUS310Jl等．   

密着2重曹  ②高Cr高Ni合金  

A1lo），825．HRllN等   

図4 実機に使用した溶射皮膜のミクロ組織及び肉盛蒸発管の断面写  

真  Al／80Ni20Crガス溶射は3年以上の耐久性を持つことを確認  

した．  

Sectionalviewofmetalspraycoatingandweledoverlayappliedon  
boiler tube  

＊使用部メタル温度：200－400℃  

年前から既設プラント過熱器へ使用しており，現在まで問題なく  

耐食性を発揮している．   

5．2 高温腐食環境の軽減   

蒸発管，過熱器管の高温腐食を回避するためには実機の腐食環  

境を軽減する技術が重要となっている．当社がシンガポール，マ  

カオ等へ輸出した400℃／40ata級の発電プラントでは，総合的  

な腐食環境解析からボイラ構造の3パス方式など設計面での配慮  

がなきれており，現在順調に稼働されている（7）．   

6．有害ガス処理技術（脱硝バグフィルタシステム）  

廃棄物を焼却した際に排出されるガス中には，ばいじん，HCl，  

SOx，NOx，重金属類及びダイオキシン等の有害物質が含まれ  

るので，高効率で有害物質を除去するための排ガス処理装置の設  

置が必要である．   

当社で開発した脱硝バグフィルタシステムは，これら有害物質  

を同時に乾式除去することができ，除去性能は高く，装置は極め  
てコンパクトである．   

6．1 シ ス テ ム   

本システムは，図5に示すようにHClとSOxを中和吸収する  

消石灰の供給設備，NOxを還元するためのNH3供給設備と集  

じん機能及び中和反応機能，触媒脱硝機能を持った脱硝バグフィ  

ルタから構成される．この脱硝バグフィルタの多機能作用によっ  

枝肉盛等の表面処理あるいは素管として使用しており，これらは  

耐久性，コスト，施工性などを総合的に判断して決めている．  

5．1．1金属溶射   

溶射は，工場内施工はもとよI）現地施工が可能なため最近需要  

が増加しつつある．当社が6年前に初めてごみ焼却ボイラ蒸発管  

に実用したAl／80Ni20Crガス溶射は3年以上の耐久性を有し  

ていることが確認されており（5），現在国内5プラントの蒸発管，  

過熱器管に適用実績を持っている．さらに耐久性の良いNiベー  

ス合金高速ガス炎溶射（HVOF）についても実機試験中である．  

5．1．2 溶接肉盛   

米国の高温高圧プラント蒸発管では防食のため，625合金の肉  

盛が一部用いられており，現地施工ができ，メインテナンス時の  

補修も比較的容易であることから，今後使用が増えていくことが  

予想される．当社では，現在625合金肉盛を過熱器管で一部使用  

している．図4に蒸発管へ実用した溶射皮膜，肉盛の断面写真を  

示す．  

5．1．3 素管材料   

現在NEDOプロジェクトにより500℃／100ataの高温高圧蒸  

気を発生する過熱器用耐食材料の開発が進められており（6），平成  

9年度からパイロット70ラントによる実証試験が計画されている．  

当社では，ケースに応じてSUS309Jlなどの耐食ボイラ管を5  
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排ガス温度：2300c  
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図5 脱硝バグフィルタシステム  有害ガスを一括除去できるシンプルで  

コンパクトな排ガス処理システムである．  

Catalyticbagfiltersystem  

NH3／NOx比（－）  

図6 脱硝率とNH。／NOx比の関係  
脱硝バグフィルタにより高い脱硝率が  

得られる．  

RelationbetweenNOxreductioneffi・  
ciencyandNH3／NOxratio  

て，一つの処理装置で上記有害物質を一括除去することができる．   

脱硝バグフィルタは，特殊表面処理された炉布を基材として，  

ろ布表面に触媒を特殊コーティングしたもので，反応特性及び耐  

久性に優れている．   

6．2・性  能   

図6に脱硝性能特性を，表5に有害ガス処理後の排ガス測定結  

果を示す．脱硝性能はもちろん 脱HCl，SOx性能及び除じん  

性能も十分発揮されている．脱硝機能が付加されたことによって，  

コンパクトな配置が可能となった．   

また，ダイオキシンの除去については，バグフィルタの入口濃  

度1－5ng－TEQ／Nm3に対して，出口では0．1ng－TEQ／Nm3以  

下まで低減している．これはバグフィルタでのサブミクロン粒子  

捕集による効果と，触媒部分での除去による相乗効果の結果と考  

えられ，脱硝バグフィルタシステムが効果的である．   

6．3 システムの適用   

従来の電気集じん機に代り，バグフィルタが採用されるように  

なって，焼却炉からのダイオキシン捕集が積極的に行われるよう  

になった．一方，排ガス処理装置の高効率化及びコンパクト化の  

ニーズは大きいが，脱硝バグフィルタシステムは双方の狙いを満  

足するもので，焼却炉の排ガス処理システムとして大変有効とい  

える．また，既設バグフィルタシステムを脱硝バグフィルタシス  

テムに変更することは非常に容易であり，新設炉は言うに及ばず  

既設設備への新規通用が期待される．本システムは平成3年3月，  

初号機を愛知県津島市ほか十一町村衛生組合へ納入，その後関西  

国際空港向け流動床ごみ焼却プラントへも導入されている．   

7．焼却灰溶融プラズマアーク炉  

ごみ焼却炉から排出される焼却灰（主灰）や飛灰（EP灰，バ  

グ灰）の処分は，最終処分場のひっ迫や埋立時の微量有害物質に  

よる二次公害対策などに直面し，埋立処分が年々難しくなってい  

る．当社は灰の減容化・無害化・有効利用を図る狙いで，黒鉛電  

極式プラズマアーク炉を国内で最初に開発し，その有効性を実証  

した（8）（9）   

当社の70ラズマアーク炉の加熱原理は，黒鉛製炉頂電極（主電  

極）と炉底電極（主陽極）間に直流電流を流し，アークプラズマ  

からの放射熱，作動ガス噴流による対流加熱及び溶融スラグ内で  

のジュール発熱が複合されて，溶融スラグを所定温度まで加熱す  

る．  

表5 装置出口の排ガス測定結果  

Results of flue gas measurement on commercial  
plant  

No，  NOx   HCl   SOx   ばいじん  

（ppm）   （ppm）   （ppm）  （mg／Nm3）   

55   4   2   ＜1   

2   61   15   2   ＜1   

3   60   3   

（往）・排ガス濃度は0之12％換算値を示す．   

・リークNH3濃度は≦1ppm．   

その後，炉内たい積メタルの適正排出法の確立，主灰と飛灰の  

混合溶融試験，高品位スラグの製造法の確認やスラグ有効利用法  

の探索など，本システムの有効性を高める研究を実施してきた．   

丁．1実証試験  

7．1．1実証プラント   

実証プラントのフローを図7に示す．灰供給量は6t／dで，直  

流電流装置は200Vx1900A（380kW）の能力を持つ．炉本体  

は内径800mm，高さ700mmの竪型円筒で，安部を水冷耐火壁  

構造とし耐火材の長寿命化を図っている．灰は炉頂から供給，加  

熱され，溶融スラグはオーバフロー式出梓（し）口から，水冷ジャ  

ケット式スラグコンベヤで徐冷しながら連続的に排出される．  

丁．1．2 溶融試験結果   

主成分がSiO，，A120，，CaOから成る焼却灰と，CaOが半分  

近くを占る飛灰について溶融試験を行った．その結果，溶融炉か  

ら排出された固化スラグの重金属溶出（環境庁告示13号）はい  

ずれも検出限界以下で，飛灰の混合溶融でもスラグの無公害性が  

確認できた．   

飛灰混合溶融時に溶融炉から排出されるガス中のばいじんがや  

や増加する傾向にはあるが，排ガスダクトの閉そくは発生してい  

ない．ただ，低沸点物質が多いため，スラグ回収率（スラグ量／  

供給灰量×100）が約70％と焼却灰単独溶融時よりも減少した．  

また，同一アーク量，電流条件で主灰単独時より電圧がやや増加  

した．   

飛灰混合溶融時における重金属類のスラグへの移行率［スラグ  

量×含有率／（供給灰量×含有率）］を図8に示すが，T－Hg，Zn，  

Pbなどの低沸点重金属はほとんどスラグへ移行せず，排ガスへ  
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項   目  試 作 品   規 格 値●   

製  mm  198．2×97．5×59．0  200±3．100±3，60±雪  

スラグ混入率   ％   80．0  
（下層中）  

法   93．0  

製品重量   kg   2．4  

性  曲げ強度  kgf／cm2   100   30以上   

能  速水係数   cm／s   0．2   0．01以上  

規格値●  

徐 冷   

一株 項目 冷却   焼却灰坤独   飛灰混合      水砕     衷乾比重    2．74  2．69  2．70  2．45以上  吸水率  ％  1．79  0．29  0．14  3．0以下  すり減り減量  ％  66．4  29．0  26．1  30以下  修正CBR依  ％  13．2  94．8  79．8  30以上  
＊アスファルト舗装用砕石  

揮散したものと考えられる．これら重金属は後流に設置されたバ  

グフィルタで捕集され，無害化処理される．   

次に，回収固化スラグの有効利用を狙いに骨材性評価試験を実  

施し，その結果を表6に示す．徐冷スラグは飛灰混合灰でも主灰  

単独とほぼ同等の品質が得られ，舗装用砕石として利用可能であ  

ることが分かった．   

これらスラグを骨材として市販品と同様に1050℃で焼成して  

試作した透水性ブロックの性状を表7に示す．スラグ利用率は  

80％と高〈規格値を十分満足しており，スラグ利用の高付加価  

値化につながるものと考えられる．   

丁．2 今後の展望   

焼却灰溶融プラズマアーク炉は各種試験を通じて製品化を完了  

した．本年度からごみ焼却場内に試験プラントを建設し，長期特  

性確認やスラグ有効利用製品の試用などを予定している．灰溶融  

システムのより高度化を図る考えである．   

8．あ と が き  

可燃性廃棄物のサーマルリサイクル技術は，エネルギーリサイ  

クルの基幹技術として，今後とも大きな期待ができる．サーマル  

リサイクル技術をトータルシステムとして構築してい〈上では，  

高温ボイラ用耐食材料の開発や焼却灰の有害ガス処理技術や溶融  

無害化は不可欠である．この点で有害ガス処理や焼却灰プラズマ  

＊透水性インタロッキングブロック規格  

溶融炉としての脱硝バグフィルタシステムは，新技術として貢献  

できると考える．   

RDF燃焼については，本報で述べた外部循環流動層燃焼のほ  

かに，内部循環流動層燃焼やストーカ燃焼についても研究中であ  

り，今後機会を得て発表する予定である．  
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